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新
冠
町
開
町
1
3
0
年

　
　
町
制
施
行
　
年
記
念
式
典
　

50

　
　
　
～
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
想
い

　
　
　
　
　
　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
～

●2

治
　
年
9
月
に
新
冠
郡
高
江
村
外
十
カ

14
村
戸
長
役
場
が
高
江
村
に
設
置
さ
れ
、

こ
の
日
を
開
町
と
定
め
て
か
ら
1
3
0
年
。
昭

和
　
年
9
月
に
町
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
　
年
。

36

50

そ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
祝
う
式
典
が
、

9
月
1
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
、
会
場
に
は
関
係
者
や
町
民
約
2
0
0
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
小
竹
町
長
が

「
厳
し
い
自
然
環

境
の
中
、
数
々
の
困
難
に
立
ち
向
か
い
不
屈
の

開
拓
精
神
を
も
っ
て
、
今
日
の
新
冠
町
の
礎
を
築

い
た
先
人
の
苦
労
と
偉
業
に
対
し
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
」
と
新
冠
町
の
1
3
0
年
間
を
振
り
返

り
、
「
先
人
の
開
拓
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
た
く
ま

し
く
未
来
に
向
か
っ
て
躍
進
す
る
町
を
つ
く
る
」

と
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
冠
町
発
展
の
基
礎
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
末
永
く
顕
彰

す
る
た
め
、
特
別
功
労
賞
及
び
特
別
善
行
賞
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明

●3

特
別
自
治
功
労
賞

　
佐
々
木
　
正
さ
ん
　
　
　
歳

（大
富
）

85

　
　
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多

　
　
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
稗
田
　
龍
太
さ
ん
　
　
　
歳

（節
婦
町
）

85

　
　
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多

　
　
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
妹
尾
　
壽
一
さ
ん
　
　
　
歳

（本
町
）

74

　
　
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多

　
　
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
和
田
　
豊
美
さ
ん
　
　
　
歳

（新
栄
）

85

　
　
農
業
委
員
及
び
議
会
議
員
と
し
て
、
農
地
行
政
の
振
興
と
住
民
福

　
　
祉
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
故
 大
澤
　
鉅
さ
ん
　
　
　
　
（北
星
町
）

　
　
農
業
委
員
と
し
て
、
農
地
行
政
の
振
興
と
町
勢
の
発
展
に
多
大
の

　
　
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
宮
坂
　
義

さ
ん
　
　
　
歳

（中
央
町
）

85

　
　
教
育
委
員
及
び
公
平
委
員
と
し
て
、
教
育
行
政
の
充
実
と
地
方
自

　
　
治
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
林
　
武
さ
ん
　
　
　
　
　
歳

（泉
）

79

　
　
消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
体
制
の
強
化
・
充
実
と
地
域
の
振
興
発

　
　
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
眞
野
　
康
彦
さ
ん
　
　
　
歳

（太
陽
）

69

　
　
消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
体
制
の
強
化
・
充
実
と
地
域
の
振
興
発

　
　
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
　

　
林
　
　
健
一
さ
ん
　
　
　
歳

（節
婦
町
）

68

　
　
消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
体
制
の
強
化
・
充
実
と
地
域
の
振
興
発

　
　
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
　

特
別
産
業
功
労
賞

　
庄
司
　
久
さ
ん
　
　
　
　
歳

（太
陽
）

85

　
　
黒
毛
和
種
飼
養
技
術
の
向
上
と
普
及
に
尽
力
さ
れ
、
産
地
定
着
化

　
　
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　

田
　
貢
さ
ん
　
　
　
　
歳

（節
婦
町
）

84

　
　
漁
業
近
代
化
と
組
合
員
の
経
営
安
定
に
尽
力
さ
れ
、
漁
業
振
興
に

　
　
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
淺
川
　
豊
さ
ん
　
　
　
　
歳

（東
泊
津
）

67

　
　
農
協
組
織
の
強
化
と
農
業
生
産
基
盤
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
農
業

　
　
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

特
別
社
会
福
祉
功
労
賞

　
井
上
　
達
也
さ
ん
　
　
　
歳

（中
央
町
）

67

　
　
無
歯
科
医
地
区
の
解
消
と
歯
科
医
療
を
通
じ
、
町
民
の
健
康
保
持

　
　
と
地
域
医
療
の
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

特
別
生
活
文
化
功
労
賞

　
寺
田
　
孝
男
さ
ん
　
　
　
歳

（東
町
）

74

　
　
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
活
動
に
努
め
ら
れ
、
会
員
の
生
活
向
上

　
　
と
福
祉
増
進
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
鷹
觜
　

夫
さ
ん
　
　
　
歳

（本
町
）

74

　
　
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
活
動
に
努
め
ら
れ
、
会
員
の
生
活
向
上

　
　
と
福
祉
増
進
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

特
別
顕
彰

　
故
 岡
　
　
裕
さ
ん
　
　
　
　
（泉
）

　
　
町
長
と
し
て
、
町
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
の
貢
献

　
　
を
さ
れ
ま
し
た

　
故
 斉
藤
　
五
月
男
さ
ん
　
　
（高
江
）

　
　
議
会
議
長
と
し
て
、
町
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
の

　
　
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
故
 藤

　
隆
一
さ
ん
　
　
　
（節
婦
町
）

　
　
議
会
議
長
と
し
て
、
町
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
の

　
　
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

特
別
善
行
賞

　
髙
橋
　
キ
ク
ヱ
さ
ん
　
　
歳

（本
町
）

85

　
　
町
勢
の
振
興
発
展
の
た
め
、
多
額
の
財
産
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

東
京
新
冠
会
か
ら

車
イ
ス
3
台
寄
贈

　
開
町
1
3
0
年
町
制
施
行
　
年
50

を
記
念
し
、
東
京
新
冠
会
か
ら
車

イ
ス
3
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
新
冠
会
は
、
関
東
在
住
の

新
冠
町
出
身
者
で
、
昭
和
　
年
に

60

結
成
さ
れ
、
今
年
で
　
周
年
を
迎

27

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
車
イ
ス
は
、
役
場

庁
舎
、
新
冠
町
国
保
診
療
所
、
レ
・

コ
ー
ド
館
に
置
か
れ
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲東京新冠会高橋会長より目録を受け取る小竹町長
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議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会
第3回 定例第3回　定例会会

9月13日に招集された第3回定例町議会は同日、全日程を終えて閉会しました。

今定例会では、小竹町長、辻本教育長の行政報告のほか、平成23年度の補正予算案等が審議

されました。その主な内容についてお知らせいたします。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
月
4
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
小

11
林
悟
委
員
の
後
任
に
、
引
き
続
き
同
氏
が
選

任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
月
　
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
高

12

31

瀬
美
幸
委
員
の
後
任
に
、
牧
野
里
香
氏
が
選

任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
　
年
度
一
般
会
計

23

　
平
成
　
年
度
新
冠
町
一
般
会
計
は
、
既
定

23

の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
1
億
3
、
2
7
1
万

3
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
　
億
1
、
7
6
2

52

万
9
千
円
と
し
ま
し
た
。

《歳
入
補
正
の
主
な
も
の
》

寄
附
金
　
　
　
　
　
　
　
  1
、
9
0
9
千
円

繰
入
金
　
　
　
　
　
　
　
  1
億
3
9
0
千
円

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
  4
4
、
6
6
1
千
円

《歳
出
補
正
の
主
な
も
の
》

町
行
政
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  6
、
8
2
5
千
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
返
還
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  1
、
9
5
4
千
円

高
齢
者
等
買
い
物
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  2
、
4
3
5
千
円

予
防
接
種
委
託
料
　
　
　
  2
、
1
6
7
千
円

除
雪
業
務
委
託
料
　
　
　
  3
、
0
0
0
千
円

町
道
維
持
補
修
等
工
事
 　
 5
、
1
0
0
千
円

河
川
整
備
等
工
事
　
　
　
  2
、
1
5
0
千
円

長
期
債
償
還
元
金
　
　
　
　
　
　
　
  1
億
円

新
冠
町
開
町
１
３
０
年
・
町
制
施
行
　
年
記

５０

念
事
業
の
結
果
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
　

　
記
念
式
典
が
終
了
致
し
ま
し
た
の
で
、
式

典
及
び
こ
れ
ま
で
の
記
念
事
業
の
実
施
状
況
、

今
後
の
記
念
事
業
の
予
定
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　
台
風
が
接
近
し
天
気
の
心
配
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
心
配
を
よ
そ
に
、
９

月
１
日
は
朝
か
ら
式
典
を
祝
う
か
の
よ
う
に

青
空
が
広
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
に
先
立
ち
、
氷
川
神
社
境
内
か

ら
移
転
・修
復
を
終
え
た
「
町
制
施
行
記
念
碑
」

の
除
幕
式
を
判
官
館
森
林
公
園
で
議
会
議
員
、

記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
の
ご
出
席
を
頂

き
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
除
幕
式
終
了
後
、
レ
・
コ
ー
ド
館
に
お
い
て
、

北
海
道
知
事
を
は
じ
め
と
し
た
来
賓
の
皆
様

と
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
出
席
を
頂
き
、

先
人
の
労
苦
や
、
今
日
の
新
冠
町
の
発
展
の

礎
を
築
い
た
多
く
の
町
民
の
地
道
で
、
ひ
た

む
き
な
努
力
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
つ
つ
、
ふ

る
さ
と
へ
の
誇
り
と
思
い
を
未
来

へ
と
つ
な

げ
て
行
こ
う
と
い
う
決
意
の
中
で
記
念
式
典

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
同
時
に
政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
等

各
般
に
わ
た
っ
て
新
冠
町
の
振
興
・
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
故
人
を
含
む
　
人
の
方
に
新
冠
町

１９

特
別
表
彰
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念
事
業
も
、

こ
の
記
念
式
典
を
終
え
て
、
丁
度
折
り
返
し

を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
記
念
事

業
の
実
施
状
況
の
概
略
に
つ
い
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

　
記
念
事
業
の
ス
タ
ー
ト
は
５
月
　
日
開
催

２８

の
青
少
年

「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
記
念
植
樹
・
野
球

教
室
」
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
町
内
の
野
球

関
係
者
が
集
ま
り
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
選
手
と
と
も
に
、
朝
日
の
森
に
ア
オ
ダ

モ
の
記
念
植
樹
を
行
い
、
そ
の
後
、
町
民
グ
ラ

ン
ド
で
新
冠
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

へ
の
野

球
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
　
日
に
は
新
冠
町
長
、
新
冠
町
議
会

１７

議
員
と
判
官
館
森
林
公
園
に
「
天
皇
陛
下
お
手

播
き
苗
木
」
の
植
栽
を
、
同
月
　
日
に
は
新
冠

２６

町
民
の
憩
い
の
空
間
や
新
た
な
観
光
名
所
に

補

正

予

補

正

予

算算

町

長

行

政

報

町

長

行

政

報

告告

▲9月1日、町制施行記念碑移転に伴う除幕式の様子

人人

事事

●5

も
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
町
民
２
５
０

人
が
参
加
し
町
花
で
あ
る
ツ
ツ
ジ
２
、
６
８
２

本
を
新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
の
敷
地
内
に

植
樹
致
し
ま
し
た
。

　
町
民
が
北
海
道
の
短
い
夏
を
楽
し
も
う
と

7
・
8
月
に
実
施
さ
れ
る
屋
外
の
事
業
も
、
記

念
の
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
内
容
を
充
実
し
な

が
ら
実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が

多
く
の
町
民
の
参
加
を
頂
い
た
「
新
冠
ふ
る
さ

と
祭
り
」、
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
て
頂
い

た

「
農
業
ま
つ
り
　
豊
楽
富
喜
市
」
、
開
町

１
０
０
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
新
冠
音
頭

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
取
組
ん
で
頂
い
た
「
ふ
る

さ
と
盆
踊
り
」
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

力
を
合
わ
せ
て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
リ
レ
ー
す

る

「
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
」
な
ど
、
短
い

夏
の
熱
い
記
念
事
業
の
数
々
は
、
改
め
て
新

冠
町
民
と
し
て
の
絆
を
強
め
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
９
月
以
降
は
「
昭
和
音
楽
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
N
H
K
公
開
番
組

「
ふ
る

さ
と
自
慢
　
う
た
自
慢
」、
知
里
幸
恵

「
神
々

の
謡
」
公
演
な
ど
、
実
り
の
秋
、
文
化
の
秋
に

ふ
さ
わ
し
い
記
念
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
３
月
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、

開
町
１
３
０
年
・
町
制
施
行
　
年
の
記
念
の
年

５０

を
と
も
に
祝
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
記
念
事
業
と
し
て
新
冠

の
郷
土
を
題
材
に
し
た

「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」

の
製
作
や
、
現
在
の
新
冠
町
を
鳥
瞰
図
で
描

く

「
新
冠
鳥
瞰
図
作
成
事
業
」、
判
官
館
の
貴

重
な
植
物
を
記
録
す
る
「
判
官
館
の
植
物
D
V

D
」
の
作
成
な
ど
、
今
日
の
新
冠
の
姿
や
自
然
、

文
化
を
後
世
に
伝
え
て
ゆ
く
事
業
に
も
取
り

組
む
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
記

念
事
業

へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域
住
民

の

方
々
と
と
も
に
、
地
域
の
社
会
的
・
経
済
的
な

活
性
化
を
目
指
し
、
活
動
す
る
都
市
圏
出
身

の
若
者
た
ち
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
本
年
４
月
か
ら
観
光
振
興
の

担
い
手
と
し
て
２
名
、
６
月
か
ら
は
、
農
業
の

新
た
な
担
い
手
候
補
と
し
て
３
名
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
採
用
し
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
い
ず
れ
の
協
力
隊
員
も
新
冠

に
住
民
登
録
し
、
最
長
で
３
年
間
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
ず
、
観
光
振
興
の
２
名
で
す
が
、
１
名
は

東
京
都
、
も
う
１
名
は
茨
城
県
か
ら
の
応
募

者
で
、
観
光
協
会
事
務
局
を
担
当
し
、
事
務
局

長
、
局
員
の
職
務
に
就
き
、
事
務
局
体
制
の
整

備
、
観
光
情
報
の
受
発
信
、
体
験
ツ
ア
ー
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
連
休
中
の

道
の
駅
で
の
観
光
案
内
所
の
開
設
や
札
幌
圏

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、

こ
れ
ま
で
観
光
に
関
す
る
業
務
で
不
足
し
て

い
た
部
門
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
こ
の
内
１
名
の
事
務
局
長

は
、
自
己
都
合
に
よ
り
６
月
　
日
付
け
で
退

１７

職
し
て
お
り
ま
す
が
、
８
月
か
ら
１
名
補
充

を
し
て
、
観
光
協
会
事
務
局
の
体
制
を
再
構

築
し
、
町
民
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
べ
き

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。　
　

　
町
内
の
観
光
は
東
北
の
震
災
の
影
響
で
、

観
光
客
の
落
ち
込
み
が
危
惧
さ
れ
ま
す
が
、

様
々
な
町
内
観
光
情
報
の
発
信
等
に
よ
り
少

し
で
も
防
げ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
農
業
の
新
た
な
担
い
手
候
補
の
３

名
で
す
が
、
札
幌
市
か
ら
３
人
家
族
の
方
と

単
身
の
方
の
２
名
、
も
う
１
名
は
恵
庭
市
か

ら
応
募
の
方
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
３
名
は
、
年
々
減
少
や
高
齢
化
す
る

農
業
の
新
た
な
担
い
手
候
補
と
し
て
、
農
業

に
関
わ
る
研
修
を
公
募
で
受
入
を
希
望
さ
れ

た
　
戸
で
、
収
穫
や
管
理
、
搾
乳
、
飼
育
作
業

１２

を
中
心
に
研
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
で
す
が
、
８
月
末
ま
で

に
そ
菜
、
酪
農
、
肉
牛
の
３
品
目
で
１
人
当
た

り
　
日
間
に
及
び
、
研
修
先
か
ら
も
研
修
に

６３
向
か
う
姿
勢
も
良
く
、
意
欲
も
あ
り
、
生
産
者

も
情
報
交
換
や
技
術
指
導
す
る
こ
と
で
自
分

た
ち
も
い
い
刺
激
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　
３
名
は
、
旧
太
陽
小
学
校
教
員
住
宅
に
居

住
し
、
農
業
研
修
は
勿
論
の
こ
と
、
地
域
の
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
の

一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

　
協
力
隊
が
活
動
し
始
め
て
、
約
３
～
５
か

月
経
過
し
た
中
で
の
課
題
や
改
善
す
べ
き
点

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
５
名
の
隊
員
が
定

住
・
定
着
化
で
き
る
よ
う
支
援
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農
作
物
の
生
育
状
況
と
販
売
状
況
に
つ
い
て

　
は
じ
め
に
町
内
の
主
な
農
作
物
の
生
育
状

況
か
ら
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
町
の
基
幹
作
物
で
あ
り
ま
す
水
稲

で
す
が
、
北
海
道
統
計
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
８
月
　
日
現
在
の
道
内
の
作
柄
状
況
は
「
平

１５

年
並
み
」
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
穂
数
が
６
月
全
般
の
日
照
不
足

な
ど
に
よ
っ
て
、
分
け
つ
が
抑
制
さ
れ
た
こ

と
か
ら

「
少
な
い
」
と
な
っ
た
た
め
、
全
も
み

数
は
「
少
な
い
」
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

登
熟
は
７
月
上
・
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
が
高
温

に
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
も
み
の
稔
実
や

粒
の
充
実
が
平
年
を
上
回
る
と
見
込
ま
れ
る

▲6月26日、町民記念植樹の様子
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こ
と
か
ら

「
良
」
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
日
高
管
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
穂
数
」
が

「
や
や
少
な
い
」
、

「
１
穂
当
た
り
の

も
み
数
」
は
「
や
や

多

い
」
、
「
全

も
み

数
」
で
「
や
や
少
な

い
」、
ま
た
「
登
熟
」

は
「
や
や
良
」
と
見

込
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
作
柄
は

「
平
年
並
み
」
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
　

　
本
町
に
お
い
て
は
、
先
月
に
、
日
高
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
不
稔
調
査
に

お
い
て
、
圃
場
間
に
お
け
る
差
は
見
ら
れ
る

も
の
の
、
昨
年
よ
り
不
稔
が

「
少
な
い
」
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
普
及
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
８
月
　１５

日
現
在
の
牧
草
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
番

草
に
お
い
て
晴
天
が
続
い
た
こ
と
に
よ
り
生

育
が
順
調
で
、
降
雨
に
よ
り
収
穫
が
遅
れ
た

圃
場
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
均
収
量
は
平

年
並
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
二
番
草
に
お

い
て
生
育
は
順
調
な
も
の
の
、
一
時
的
な
降

雨
に
よ
り
収
穫
作
業
の
遅
れ
が
見
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
に
つ
い
て

は
、
春
先
の
低
温
、
多
雨
に
よ
る
起
耕
作
業
の

遅
れ
に
よ
っ
て
、
播
種
作
業
が
遅
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
高
温
に
よ
り
生
育
は

順
調
で
、
登
熟
も
進
ん
で
い
る
と
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　
次
に
８
月
末
現
在
に
お
け
る
新
冠
町
農
協

取
り
扱
い
の
農
作
物
の
販
売
状
況
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
９
月
以
降
の
収
穫
と
な
る
水
稲
を
除
く
総

販
売
高
は
、
資
料
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
前
年

対
比
3
・
2
ポ
イ
ン
ト
増
の
2
億
9
千
万
円
で
、

前
年
を
上
回
る
状
況
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
要
因
と
し
て
は
、
本
町
の
農
作
物
の

中
心
と
な
り
、
基
幹
作
物
と
し
て
重
要
な
作

目
で
あ
る
ピ
ー
マ
ン
に
お
い
て
、
春
先
の
低

温
が
生
育
に
影
響
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
反
収

が
前
年
比
６
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
で
推
移
し
て
お

り
ま
す
が
、
販
売
単
価
は
前
年
よ
り
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
で
、
販
売
金
額
に

お
い
て
前
年
よ
り
４
・
５
ポ
イ
ン
ト
、
８
８
９

万
円
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。教

育
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

　
７
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
市

町
村
教
育
委
員
研
修
会
に
今
年
も
参
加
し
、

家
庭
教
育
、
発
達
障
害
支
援
等
に
関
わ
る
研

修
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
、
新
冠
中
学
校
卒
業
生
２
名

が
入
学
し
て
い
る
北
広
島
市
に
あ
る
白
樺
高

等
養
護
学
校
を
視
察
し
、
元
気
に
活
動
し
て

い
る
生
徒
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、
特
別
支

援
に
お
け
る
進
路
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　
8
月
末
の
2
日
間
は
、
小
中
学
校
及
び
認

定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
学
校
訪
問
を
行
い
、

授
業
の
様
子
を
参
観
し
、
学
校
・
園
の
経
営
の

推
進
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
指
導
助
言
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
各
小
中
学
校
で
は
、
教
職
員
の
資
質
向
上

の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い
て
設
定

し
た
研
究
主
題
に
基
づ
く
校
内
研
修
が
行
わ

れ
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ
た
研

修
が
行
わ
れ
て
お
り
、
２
学
期
中
に
予
定
し

て
い
る
学
校
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
公
開

授
業
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
９
月
２
日
に
は
、
新
冠
町
教
育
研
究

協
議
会
の
一
次
研
究
会
が
行
わ
れ
、
教
科
部

会
毎
に
分
か
れ
た
研
究
授
業
を
と
お
し
、
指

導
方
法
や
学
力
向
上
の
取
組
等
の
研
究
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
点
目
は
、
生
徒
指
導
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

　
現
在
、
各
小
中
学
校
と
も
児
童
生
徒
に
関

わ
る
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
一
部
、
不
登
校
の
生
徒
が
お
り
ま
す

の
で
、
家
庭
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、
そ

の
指
導
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
８
月
に
は
新
冠
町
児
童
生
徒
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
会
議
を
開
催
し
、
学
校
関
係

者
や
警
察
の
駐
在
所
長
の
ほ
か
、
今
年
度
か

ら
室
蘭
児
童
相
談
所
や
こ
た
に
が
わ
学
園
、

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
等
も
加
わ
り
、
町
内
関
係
機
関

と
の
間
で
、
児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
、
不
登

校
・
い
じ
め
問
題
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
連
携

を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
も
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
豊
か
な
心
身
の
育
成
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
に

お
い
て
は
、
剣
道
女
子
個
人
戦
、
柔
道
男
子
・

女
子
各
個
人
戦
に
出
場
し
ま
し
た
し
、
７
月

に
は
室
蘭
市
で
行
わ
れ
た
日
胆
地
区
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
に
、
新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部
が

中
学
校
Ｃ
編
成
の
部
で
出
場
し
、
銀
賞
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
２
つ
目
は
、
学
校
プ
ー
ル
の
開
設
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
新
冠
小
学
校

と
朝
日
小
学
校
の
２
か
所
で
学
校
プ
ー
ル
を

開
設
し
ま
し
た
。
夏
休
み
期
間
中
に
お
い
て

教
育
長

教
育
長
行行
政
報
告

政
報
告

▲6月20日、ピーマン共同選果開始の様子
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も
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
、
ス
ポ
ー
ツ
、
体
力

の
強
化
の
場
と
し
て
学
校
プ
ー
ル
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
４
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
週

３
回
、
運
行
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
で
は
、
７
月
、
　

日
間
の

１０

日
程
で
小
学
１
年
生
　
名
を
対
象
と
し
た

３０

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
を
開
催
し
、
初
歩
の
水

泳
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
き
ま
り
を
守
る

こ
と
、
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
自
分
の
こ
と

を
自
分
で
し
っ
か
り
す
る
こ
と
な
ど
を
指
導

し
て
お
り
ま
す
。

新
冠
町
立
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の

教
育
・
保
育
に
つ
い
て

　
地
域
に
開
か
れ
、
協
働
す
る
園
経
営
を
目

指
す
ド
・
レ
・
ミ
で
は
７
月
３
日
、
ド
・
レ
・

ミ
と
し
て
初
の
運
動
会
を
町
民
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
開
催
し
、
多
く
の
保
護
者
や
祖
父
母
、

地
域
の
方
々
が
見
守
る
中
、
０
歳
児
か
ら
５

歳
児
ま
で
全
て
の
入
園
児
が
活
動
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
に
は
、
合
唱
団
シ
ン
グ
・
シ
ン

グ
や
い
き
い
き
大
学
の
訪
問
を
頂
き
、
童
謡
・

唱
歌
の
合
唱
や
遊
戯
の
披
露
な
ど
、
園
児
た

ち
と
の
交
流
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
８
月
に
は
、
年
長
児
の
お
泊
ま
り
会
と
あ

わ
せ
、
花
火
・
盆
踊
り
大
会
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
地
域
自
治
会
や
、
あ
い
あ
い
荘
か
ら
も
参

加
を
頂
き
、
多
数
の
来
場
者
の
な
か
、
盛
大
な

行
事
と
な
り
、
開
か
れ
た
園
活
動
を
実
践
し
、

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
昭
和
音

楽
大
学
に
よ
る
音
楽
教
室
で
は
、
今
年
度
、
２

歳
児
か
ら
５
歳
児
の
学
年
毎
に
リ
ト
ミ
ッ
ク

を
取
り
入
れ
た
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導

に
あ
わ
せ
、
保
育
士
に
対
す
る
実
地
研
修
も

行
わ
れ
、
音
楽
を
身
近
に
感
じ
る
教
育
・
保
育

活
動

へ
の
展
開
に
繋
げ
る
実
践
的
な
研
修
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
２
学
期
以
降
は
、
小
学
校
と
の
連
携
の
強

化
や
幼
児
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
な

ど
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
１
点
目
は
レ
・
コ
ー
ド
館
事
業
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　
７
月
１
・
２
日
、
札
幌
市
に
あ
る
北
海
道
開

拓
の
村
に
お
き
ま
し
て
、
３
年
目
の
出
張
レ
・

コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
約
５
０
０
枚
を
持
ち
込
み
、

リ
ク
エ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
や
蓄
音
器
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
、
定
期
的
な
開
催

へ

の
取
組
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
２
点
目
は
社
会
教
育
委
員
の
活
動
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
委
員
が
主

体
と
な
り
昨
年
策
定
し
た
社
会
教
育
中
期
計

画
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

日
高
管
内
の
社
会
教
育
委
員
が
集
い
資
質
の

向
上
を
図
る
研
修
会
を
　
月
に
新
冠
町
で
開

１０

催
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
現
在
、
生
涯
教
育
充

実
の
た
め
の
実
践
交
流
の
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
青
年
団
体
連
絡
会
議
が
主
催

し
た
「
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
」
で
あ
り
ま
す
。
本

年
度
は
開
町
１
３
０
年
・
町
制
施
行
　
年
の
記

５０

念
事
業
と
し
て
「
新
冠
音
頭
の
復
活
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
前
か
ら
幾
度
か
の
講
習
会
を
実
施

し
て
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
約
１
、
０
０
０
人
の
観
客
が
集
い
、
記
念
事

業
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
、
そ
し
て
新
冠
の
夏

の
風
物
詩
と
し
て
の
事
業
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
４
点
目
は
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
町
民
セ
ン
タ
ー
内
で
開
設
し

て
お
り
ま
す
子
ど
も
教
室
は
現
在
１
７
６
名

の
登
録
が
あ
り
、
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま

す
。

　
８
月
５
日
に
は
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、

新
冠
町
青
年
の
家
に
お
い
て
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
い
か
だ
」
を
作
成
し
、
新
冠
川
に
お
い
て
浸

水
式
を
行
う
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
５
点
目
は
社
会
体
育
、
青
少
年
事
業
に
係

わ
る
取
り
組
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
少
年
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
事
業
で
は
、
旧
若
園
小
学
校

跡
に
開
設
さ
れ
た
、
こ
た
に
が
わ
学
園
ま
で

　
名
の
小
学
４
～
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
町

２８民
セ
ン
タ
ー
よ
り
自
転
車
に
よ
り
移
動
し
、

１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
先
生
を
活
用
し
て
、
木
の
種
類
や

川
の
成
り
立
ち
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
際
に

目
で
見
て
、
手
で
触
れ
た
体
験
を
行

っ
て
お

り
ま
す
。

　
８
月
　
日
に
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ

２８

Ｉ
Ｎ
に
い
か
っ
ぷ

「
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
に
挑

戦
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
約
１
５
０
名
も
の

参
加
が
あ
り
、
今
回
の
１
３
０
周
年
事
業
の

テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
「
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と

思
い
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
」
の
と
お
り
、
町

民
一
人
一
人
が
繋
い
で
、
４
２
・
１
９
５
キ
ロ

走
破
し
、
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
男
子
優
勝
の
記

録
を
破
り
、
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
業
務
評
価
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管

理
及
び
執
行
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
自
己
評

価
を
行
い
、
そ
の
評
価
内
容
に
基
づ
き
各
学

校
の
学
校
評
議
員
の
方
々
や
社
会
教
育
委
員

よ
り
外
部
評
価
を
い
た
だ
き
、
議
会

へ
評
価

報
告
書
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
そ
の
課

題
の
解
決
に
向
け
た
改
善
を
進
め
る
と
と
も

に
、
教
育
委
員
会
の
活
動
の
活
性
化
を
図

っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲8月13日、ふるさと盆踊りの様子
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9
月
　
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
、
道
内

18

で
活
動
し
て
い
る
学
生
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
が
一
堂
に
集
ま
る

「
新
冠
ビ
ッ
グ
・
バ

ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
1
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
今
年
で
3
回

目
と
な
り
、
こ
の
日
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ

た
の
は
プ
ロ
を
含
む
6
団
体
で
す
。

　
祭
典
で
は
、
プ
ロ
の
バ
ン
ド
の
中
に
、

「
レ
・
コ
ー

ド
館
ジ
ュ
ニ

ア
・
ジ
ャ
ズ
・

バ
ン
ド
」
の

子
ど
も
た
ち

が
加
わ
り
演

奏
す
る
場
面

も
あ
り
、
来

場
者
を
大
い

に
魅
了
し
ま

し
た
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
祭
典

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ
開
催

　
9
月
　
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

25

で

「
第
　
回
全
道
唱
歌
大
会
」

11

が
行
わ
れ
、
町
内
の
サ
ー
ク
ル

「
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
大
会
に
は
、
全
道

よ
り
　
団
体
が
参
加
し
て
お

19

り
、
童
謡
・
唱
歌
に
各
団
体
独

自
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
歌

た
っ
た
り
、
会
場
と
一
緒
に
歌

た
っ
た
り
と
、
自
慢
の
歌
声
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
9
月
　
日
、
美
宇
の
鎌
田
一

25

博
さ
ん
の
水
田
で
稲
刈
り
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
比
宇
川
流
域
環
境

保
全
会
主
催
の
収
穫
祭
で
、
春

の
田
植
え
に
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
が
稲
刈
り
も
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
体
験
の
後
は
、
用
意

さ
れ
た
、
焼
き
そ
ば
や
豚
の
丸

焼
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

収
穫
の
秋
　
稲
刈
り
体
験

全
道
童
謡

・
唱
歌
を
う
た
う
つ
ど
い
開
催

開
町
1
3
0
年

・
町
制
施
行
　
年
記
念
事
業

50

ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
　
ラ
ジ
オ
公
開
収
録

　
9
月
　
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組

「
ふ
る

30

さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
の
公
開
収
録
が
行
な
わ
れ
、
入
場
整

理
券
の
抽
選
に
当
選
し
た
約
４
５
０
人
の
方
が
来
場
し
、
公

開
収
録
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
収
録
は
、
2
部
制
で
行
な
わ
れ
、
第
1
部
に
は
町
内
在
住

の
、
山
本
節
之
さ
ん
、
松
本
健
さ
ん
、
橋
本
一
美
さ
ん
、
梶

川
陽
子
さ
ん
、
齊
藤
レ
イ
子
さ
ん
、
渡
辺
有
希
子
さ
ん
の
6

名
が
、
男
性
チ
ー
ム
と
女
性
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
新
冠
の
Ｐ

Ｒ
や
歌
合
戦
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
2
部
は
、
同
じ
く
町
内
在
住
の
、
武
田
英
二
さ
ん
の
職

業
を
、
ゲ
ス
ト
の
演
歌
歌
手
、
前
川
清
さ
ん
と
門
倉
有
希
さ

ん
が
当
て
る
ゲ
ー
ム
や
、
ゲ
ス
ト
歌
手
2
人
が
ヒ
ッ
ト
曲
を

熱
唱
す
る
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
収
録
の
模
様
は
、　

月
　
日
と
　
日
の
　
時
5
分
か

12

10

17

21

ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
1
放
送
で
全
国
放
送
さ
れ
ま
す
。

題
あ れ こ れ
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9
月
　
日
、
大
狩
部
の
ふ
る
さ
と
農
場

21

で
、
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
園
児

が
ブ
ド
ウ
狩
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ブ
ド
ウ
狩
り
を
行
な
っ
た
の
は
、
同
園

さ
く
ら
ん
ぼ
組
の
3
歳
児
　
人
で
、
目
の

26

高
さ
に
実
っ
た
ブ
ド
ウ
を
、
房
か
ら
一
粒

一
粒
取
っ
て
、
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。

　
ブ
ド
ウ
狩
り
を
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち

は
、
同
農
場
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
羊
や
ヤ

ギ
、
ポ
ニ
ー

に

ニ
ン
ジ

ン
を

あ
げ

た
り
、
草
原

を
走

り

ま

わ
っ
た
り
、

楽

し

い
一

日

を
過

ご

し

て

い
ま

し
た
。

　
9
月
5
日
、
朝
日
小
学
校
で

日
高
中
部
消
防
組
合
消
防
署

新
冠
支
署
の
職
員
が
講
師
を

務
め
着
衣
水
泳
の
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
職
員
が
講
師
を
務
め
て

講
習
会
を
行
な
う
の
は
今
年

が
初
め
て
。

　
講
習
で
は
、
リ

ュ
ッ
ク
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使

っ
て
水

に
浮
く
練
習
な
ど
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
9
月
　
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

22

で
昭
和
音
楽
大
学
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
み
な
ら
ず
、
オ
ペ
ラ
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
公
演
の
終
わ

り
に
は
、
「
さ
ら
ば
ハ
イ
セ
イ

コ
ー
」
が
演
奏
さ
れ
る
な
ど
、

終
始
観
客
を
魅
了
、
楽
し
ま
せ

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
音
楽
大
学
　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

秋
の
味
覚
を
満
喫

ド
・
レ
・
ミ
の
園
児
が
ブ
ド
ウ
狩
り

水
の
事
故
に
備
え
て
　
着
衣
水
泳
講
習

　
9
月
9
日
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
老
人
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
行
な
わ
れ
、
町
内
の
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
1
4
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
赤
組
・
白
組
に
分

か
れ
て
、
玉
送
り
競
争
な
ど
ユ

ニ
ー
ク
な
　
種
目
で
行
な
わ

10

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
周
り
か
ら
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
、
楽
し
く
交

流
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
9
月
　
日
、
節
婦
生
活
館
で

18

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
自
治
会

関
係
者
や
高
齢
者
約
　
人
が

90

参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
、
町
内
で
敬
老
の
日
を

迎
え
た
　
歳
以
上
の
高
齢
者

75

は
9
0
8
人
。
う
ち
節
婦
町

に
は
　
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。

97

　
敬
老
会
で
は
、
太
鼓
の
演
奏

や
カ
ラ
オ
ケ
が
行
わ
れ
、
参
加

さ
れ
た
方
は
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

9
0
8
人
の
老
人
に
敬
意
と
感
謝
　
敬
老
会

楽
し
く
運
動
　
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

話
ま ち の



●10

月
　
日

10月11月

静
内
保
健
所
か
ら
　
緯
　
・
０
２
５
１

42

11月

　
日
峨

18　
日
臥

29　
日
蚊

30　
日
俄

318
日
峨

　
日
峨

15　
日
画

184
日
画

時
　
間

受
付
　
時
～

13　
　
時
　
分

13

30
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付
　
時
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16　
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30

受
付

6
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30

7
時
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～
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8
時
　
分
～

30
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～

30

　
時
　
分
～

10

30

受
付
　
時
　
分
～

13

00

　
　
時
　
分

13

20

　
時
　
分
～

13

30

　
　
　
　
時
15

受
付
　
時
　
分
～

13

00

　
　
時
　
分

16

30

　
時
　
分
～

13
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セ
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セ
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穫
の
秋
を
迎
え
、
店
頭
に
は
と
れ
た
て
の

食
材
が
並
ん
で
い
ま
す
。
ふ
っ
く
ら
し

た
新
米
に
、
脂
の
の
っ
た
魚
、
野
菜
、
果
物
な
ど

お
い
し
い
食
材
が
揃
い
、
食
事
が
楽
し
み
と
い
う

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
食

欲
の
秋
で
も
積
極
的
に
と
っ
て
も
ら
い
た
い
の
が

「
野
菜
」
で
す
。
気
を
つ
け
て
食
べ
て
い
る
つ
も

り
で
も
、
野
菜
は
不
足
し
が
ち
で
す
。
野
菜
は
比

較
的
低
カ
ロ
リ
ー
で
、
体
の
機
能
を
整
え
る
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
野
菜
3
5
0
ｇ
が
１
日
分
の
適

量
で
、
1
2
0
ｇ
を
緑
黄
色
野
菜
か
ら
、
残
り
の

2
3
0
ｇ
を
淡
色
野
菜
か
ら
と
る
こ
と
が
理
想
で

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
野
菜
を
上
手
に
と
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
料
理
に
ひ
と
工
夫
～

　
野
菜
を
肉
で
巻
い
た
り
、
み
じ
ん
切
り
に
し
て

ハ
ン
バ
ー
グ
や
オ
ム
レ
ツ
に
入
れ
る
こ
と
で
ヘ
ル

シ
ー
に
ボ
リ
ュ
ー

ム
ア
ッ
プ
で
き
ま

す
。
汁
物
に
加
え

る
場
合
は
、
汁
に

溶
け
出
た
栄
養
素

も
無
駄
な
く
食

べ

る
こ
と
が
で
き
る

の
で
お
勧
め
で
す
。

②
調
理
方
法
～

　
生
で
食
べ
る
よ
り
も
、
蒸
し
た
り
ゆ
で
た
り
す

る
こ
と
で
野
菜
の
か
さ
が
減
り
、
一
度
に
食
べ
ら

れ
る
量
が
増
え
ま
す
。
や
わ
ら
か
く
な
り
、
甘
み

も
増
す
の
で
食
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
旬
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と
～

　
旬
の
野
菜
は
栄
養
価
が
高
く
、
素
材
の
う
ま
み

や
風
味
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
味
付
け
は

薄
く
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

④
外
食
メ
ニ
ュ
ー
の
選
び
方
～

　
外
食
は
一
般
的
に
野
菜
が
不
足
し
て
い
る
も
の

が
多
く
、
高
カ
ロ
リ
ー
で
栄
養
素
も
偏
り
が
ち
で

す
。
丼
も
の
な
ど
の
単
品
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
も
定
食

メ
ニ
ュ
ー
を
選
ん
だ
り
、
野
菜
料
理
を
１
皿
追
加

し
て
食
べ
る
と
、
野
菜
の
摂
取
量
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　　
野
菜
を
た

っ
ぷ
り

食
べ
る
こ
と
で
、
低
カ

ロ
リ
ー
で
も
満
足
感

の
あ
る
食
事
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
い
つ
も
の
食
事
に

旬

の
秋
野
菜
も
た

っ

ぷ
り
加
え
、
健
康
的
な

食
生
活
を
送

っ
て
く

だ
さ
い
。

収

健健

康康

カ

レ

ン

ダ

カ

レ

ン

ダ

ーー

●
問
い
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せ
先
　
保
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福
祉
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保
健
福
祉
グ
ル
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プ
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３
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生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
ににににににににににににににににににににに
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野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
コ
ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ
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在
日
本
国
内
に
は
、
腰
痛
の
あ
る
人
が
約

１
２
０
０
万
人
、
　

人
に
１
人
が
腰
痛
を

１０

持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
腰
痛
を
引
き

起
こ
す
原
因
と
し
て
、
骨
格
の
ず
れ
や
歪
み
、
肥

大
し
た
内
臓
に
よ
る
腰
椎
の
圧
迫
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
特
に
中
高
年
の
方
の
腰
痛
は
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
骨
格
が
ず
れ
て
歪
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

背
骨
の
一
部
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
り
と
何
ら
か

の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
必
ず
し
も
腰
痛

の
原
因
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
骨
や
神
経
に
明
ら
か
な
原
因
が
な
く
て
も
腰
痛

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
腰
痛
症
」
と
呼
ば
れ
、
悪
い
姿
勢
や
筋
力
の
低

下

・
体
重
の
増
加

・
加
齢
に
よ
る
変
化
な
ど
が
原

因
と
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
も
腰
痛
を
引
き
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
と
、
自
律
神
経
の
働
き
が

乱
れ
る
こ
と
で
、
血
液
の
流
れ
が
滞
っ
た
り
、
筋

肉
が
強
張
っ
た
り
し
て
腰
痛
を
発
症
さ
せ
ま
す
。

　
「
腰
痛
症
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
姿
勢
を
良
く

す
る
、
運
動
で
腹
筋
や
背
筋
な
ど
を
強
く
す
る
、

体
重
を
減
ら
し
て
腰
に
か
か
る
負
担
を
軽
く
す
る

な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
予
防

・
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
腰
痛
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
日

頃
の
生
活
の
中
か
ら
腰
痛
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

自
宅
で
も
職
場
で
も
簡
単
に
で
き
る
腰
痛
予
防
体
操

①
腰
と
背
中
を
伸
ば
す

　
イ
ス
に
浅
く
腰
掛
け
て
股
を
開
き
、
背
筋
を
伸

ば
し
、
息
を
深
く
吸
い
込
み
ま
す
。

　
息
を
吐
き
な
が
ら
ゆ

っ
く
り

と
、
頭
が
両
足
の
間
に
入
る
ぐ
ら

い
に
上
半
身
を
曲
げ
、
3
つ
数
え

た
後
、
ゆ
っ
く
り
と
上
半
身
を
戻

し
ま
す
。

②
上
半
身
前
面
と
腰
、
背
中
を
伸
ば
す
体
操

　
イ
ス
に
深
く
腰
掛
け
、
背
筋

・
両
腕

・
肘
を
充

分
に
伸
ば
し
ま
す
。

　
息
を
吸
い
な
が
ら
上
半
身

を
ゆ
っ
く
り
後
ろ
に
反
ら
せ

て
い
き
ま
す
。

　
息
を
止
め
て
３
つ
数
え
た

後
、
息
を
吐
き
な
が
ら
元
の

姿
勢
に
戻
し
ま
す
。

③
腰
と
太
も
も
の
裏
を
伸
ば
す
体
操

　
イ
ス
に
深
く
腰
掛
け
、
左
ひ
ざ
を
両
手
で
抱
え

て
胸
に
つ
け
る
く
ら
い
に
ま
で
引
き
上
げ
ま
す
。

　
３
つ
数
え
た
後
、
ひ
ざ

を
下
ろ
し
ま
す
。　
右
足

も
同
様
に
行
い
ま
す
。
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《地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
》

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
大
き
く
４
つ
の

面
か
ら
地
域
を
支
え
ま
す
。

①
総
合
相
談
支
援

　
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
ご
本
人

か
ら
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
や
地
域
の
方

か
ら
の
相
談
も
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

②
権
利
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止

　
将
来
的
に
お
金
や
土
地
な
ど
の
財
産
管
理
に
不

安
の
あ
る
方
が
利
用
で
き
る

「
成
年
後
見
制
度
」

の
紹
介
や
虐
待
の
早
期
発
見
な
ど
、
高
齢
者
の
権

利
を
守
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

③
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
計
画

を
利
用
者
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

④
介
護
予
防

　
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
運
動
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、
介

護
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

や

「
お
喜
楽
☆

お
た

っ

し
ゃ
塾

（
運
動
や
ヨ
ガ
な

ど
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

知
っ
て
ま
す
か
？

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

めざせ ！N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

腰
痛
に
な
ら
な
い
た
め
に

　
ー
今
日
か
ら
始
め
る
腰
痛
予
防
ー

現
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公
的
年
金
制
度
と
は

　
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
、
障
が
い
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
、
一
家
の
担
い
手
が
死
亡
し
た
と

き
な
ど
に
所
得
保
障
を
行
い
、
本
人
ま
た
は
家

族
の
生
活
を
支
え
て
い
く
の
が
公
的
年
金
で
す
。

　
公
的
年
金
は
、
多
く
の
国
々
で
制
度
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
の
基
本
的
な
仕
組
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
皆
年
金

　
全
て
の
国
民
が
年
金
保
障
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

②
社
会
保
険
方
式

　
保
険
料
の
納
付
実
績
に
応
じ
て
、
年
金
を
受

け
る
権
利

・
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

③
世
代
間
扶
養

　
現
役
世
代
の
納
め
る
保
険
料
が
、
今
の
高
齢

世
代
の
生
活
を
支
え
、
現
役
世
代
が
高
齢
者
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
次
の
世
代
の
納
め
る
保
険

料
が
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
、
す
な
わ
ち

「
世
代

と
世
代
の
支
え
合
い
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま

す
。

　公
的
年
金
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

①
生
涯
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
る
終
身
年
金
で
あ

る
こ
と
。

②
年
金
水
準
が
、
年
金
受
給
者
の
生
活
の
基
本

的
な
部
分
を
支
え
て
い
る
こ
と
。

③
長
期
間
に
わ
た
っ
て
収
支
が
均
衡
す
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　公
的
年
金
制
度
の
創
設

　
こ
の
た
め
、
わ
が
国
の
公
的
年
金
は
、
国
民
全

体
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
社
会
全
体
で
支
え

て
い
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、
労
働
者
を
対
象

と
し
た
労
働
者
年
金
保
険
制
度
が
昭
和
　
年
に

17

実
施
さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
　
年
に
自
営
業
者
な

36

ど
を
対
象
と
し
た
国
民
年
金
制
度
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り

「
国
民
皆
年
金
体
制
」
と
な
り
ま

し
た
。

年
末
調
整

・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
!

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民
税

の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
1
月
1
日
か
ら

　
月
　
日
ま
で
に
納
付
し
た
金
額
が
対
象
で
す
。

12

31

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
　
年
1
月
1
日
か
ら
9
月

23

　
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

30れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、　

月
上
旬
に
日

11

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書

（
又
は
領
収
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、　

月
1
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
の
間

10

12

31

に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
2
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ

て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の

は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所

へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
エ
ン
ゼ
ル
券

（
ご
み
処
理
手
数
料
の
減
免
）
の

申
請
に
つ
い
て
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
町
で
は
、
少
子
化
対
策
・
福
祉
対
策
の
一
環
と

し
て
、
２
歳
半
ま
で
の
お
子
様
又
は
寝
た
き
り

の
要
介
護
者
が
在
宅
し
て
い
る
ご
家
庭
に
対
し

て
、
一
定
の
処
理
量
ま
で
の
手
数
料
を
減
免
し

ま
す
。

　
免
除
を
行
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
と

寝
た
き
り
の
要
介
護
者
に
と
っ
て
は
必
需
品
と

な
っ
た
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
が
多

く
ご
み
の
減
量
化
を
図

っ
て
も
、
排
出
さ
れ
る

紙
お
む
つ
が
相
当
量
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
減
免
の
申
請
が
あ
っ
た
家

庭
に
限
り
、
次
の
と
お
り
指
定
ご
み
袋

（
燃
や
せ

る
ご
み
袋

（
大
））
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

　
●
誕
生
時
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
年
間
　
枚
３０

　
●
１
歳
の
誕
生
月
・
・
・
・
・
・
・
年
間
　
枚
２０

　
●
２
歳
の
誕
生
月
・
・
・
・
・
・
・
年
間
　
枚
１０

　
●
寝
た
き
り
要
介
護
者
・
・
・
・
・
年
間
　
枚
３０

申
請
方
法

　
お
子
様
が
誕
生
さ
れ
た
ご
家
庭
に
つ
い
て
は
、

１
か
月
以
内
に
町
民
生
活
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
１
歳
又
は
2
歳
の
お
子
様
が
い
る
ご
家
庭
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
月
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
寝
た
き
り
の
要
介
護
者
が
在
宅
し
て
い
る
ご

家
庭
に
つ
い
て
は
、
年
１
回
の
申
請
を
町
民
生

活
課
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
●
乳
幼
児

・
・
・
「
母
子
手
帳
」
と

「
印
鑑
」

　
●
要
介
護
者
・
・
「
介
護
状
態
の
分
か
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
と

「
印
鑑
」

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

緯
　

・
２
１
１
２

４７

  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り

み
ん
な
で
支
え
る
公
的
年
金

「社
会
保
険
料

（国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
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避
難
に
勝
る
防
災
な
し

避
難
訓
練
に
7
7
0
人
参
加

　
　
月
2
日
、
地
震
発
生
時
に
津
波
の
襲
来

10
が
予
想
さ
れ
る
海
岸
地
域
を
対
象
に
、
新
冠

町
防
災
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
町
民
7
7
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
避
難
開
始
の
防
災
無
線
が
放
送
さ
れ
る
と
、

住
民
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
場
所
に
駆
け

つ
け
、
災
害
発
生
時
の
対
応
を
確
認
し
、
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
避
難
訓
練
は
、
東
日
本
大
震
災
を

う
け
、　

ｍ
の
大
津
波
を
想
定
し
行
な
わ
れ

10

た
こ
と
か
ら
、
高
台

へ
避
難
す
る
方
が
多
く

い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
泊
津
高
台
（
新
冠
共
同

墓
地
周
辺
）
に
は
、

東
町

の
避
難
路

を
登
り
、
5
自
治

会
1
6
5
人

が

避
難

し
ま
し
た

が
、
体
力
の
衰
え

て
る
高
齢
者

の

方
に
は
、
と
て
も

大
変
な
訓
練

に

な

っ
た
よ
う
で

し
た
。　



恵寿荘からのお願い
　恵寿荘では古布が不足していま
す。ご家庭で不要になった古布があ
りましたら恵寿荘に寄贈下さいま
すようお願い申し上げます。
　寄贈に関しての問い合わせ等は
恵寿荘までご連絡ください。

　　　　　　恵寿荘　緯47・2355

ひだか弁護士
相談センター

●受付時間　
　午前10時～午後4時

●お問い合わせ先　
　ひだか弁護士相談センター

　　　　緯42・8373

1111111111000000000010月月月月月月月月月月月
24日 （月）19日 （水）
31日 （月）26日 （水）

1111111111111111111111月月月月月月月月月月月
7日 （月）2日 （水）
16日 （水）9日 （水）

要
予
約

ご寄付ありがとう
ございました   <敬称略>
 町 へ
●ふるさと納税
☆吉田　英弘　　　　 （100,000円）

●特別養護老人ホーム「恵寿荘」に

役立ててと
☆長谷川　照男　　　　   （ナス2.7㎏）
☆鷹觜農場　　　　　　　（ナス17㎏）
☆高橋　満郎　　　　　　（大根15㎏）
☆新冠ほくと園　　　　　 （切布5包）
☆半田　加代　　　　　　 （古布1袋）
☆ボランティアグループちょぼら  （カット布2袋）
☆北所　直人　　　 （古布段ボール2箱）
☆三宅　陽治　　　　　   （新米50㎏） 

新冠町社会福祉協議会へ

▼香典返しに代えて
☆市原　宏晃 （30,000円）
☆山田　裕也 （50,000円）
☆佐藤　和子 （30,000円）
☆中田　真澄 （30,000円）
☆佐藤　洋子 （50,000円）

●14

▼日時　

　11月11日画　16時～

▼場所　

　浦河町　ウエリントンホテル

▼内容　

　各種技能者表彰・記念講演

▼主催

　日高地方技能訓練協会

  緯0146・22・2394

平成24年新冠町成人
式について
　新冠町成人式について、成人式

への参加に当たりましては事前の

申し込みが必要です。対象者で参

加を希望される方は、期日までに

直接、教育委員会社会教育課まで

連絡願います。

▼対象者

　平成3年4月2日から平成4年

4月1日生まれの方で

　①現在、新冠町在住の方

　②新冠町出身の方

▼申込方法

　11月25日画までに社会教育課

生涯学習グループ （レ・コード館）

へ、電話、ファックス、メールの

いずれかでお申し込みください。

　申し込みの際は「成人者の氏名」

「生年月日」「現住所」「案内状の

送付先」をお伝えください。

　なお、申し込みはご家族の方で

も構いません。

▼成人式開催日

　平成24年1月8日蚊　12時～

　　　　（11時20分までに集合）

▼会場

　新冠町レ・コード館

●お申し込み・お問い合わせ先

　レ・コード館社会教育課生涯学習グループ

 電話　　　　0146・45・7833

 ＦＡＸ　　　0146・45・7833

　メール   h24_nkp_seijin@yahoo.co.jp

事業所向け通年雇用支
援セミナーのご案内
　日高中部通年雇用促進協議会で

は、地域の事業所を対象に、国や

北海道の助成制度の説明や利用事

例、従業員の人材育成、コミュニ

ケーションなどの紹介を行なう事

業所向け通年雇用支援セミナーを

次の日程で行います。どなたでも

参加できますので、お気軽にご参

加ください。

▼日時

　11月18日画　13時30分～

▼場所

　静内ウエリントンホテル

▼内容

① 「各種助成制度の説明」

　講師　浦河公共職業安定所

　管理課業務係長　久保　公司

② 「会社を元気にする組織創り」

　講師　社会保険労務士

　　　　　　　　　中村　麻衣子

③ 「人材は最も重要な経営資源」

　講師　キャリアバンク珂

　　　第5営業部　木村　規子

●お問い合わせ先

　日高中部通年雇用促進協議会

　（産業課水産林務・商工観光・労政グループ）

　　緯0146・47・2183

節婦ほろしりの里
ふれあいフェスタ2011
　節婦ほろしりの里で、「ふれあ

いフェスタ2011」を開催します。

　子どもさんからお年寄り、障が

いのある方など、地域の皆さんが

楽しめる交流の場として開催され

ます。

　沢山のご来場お待ちしてます。

▼日時　11月6日蚊　9時半～

▼場所　旧節婦小学校

●お問い合わせ先

　ふれあいフェスタ実行委員会

　　　　　　　　　　担当：後藤

　　　　　　　緯0146・7・2009
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求人数就職希望者

61人
うち管内の求人数

29人

164人
うち地元就職希者

75人

新規学校卒業予定者を対象
とする求人申込について
　ハローワークでは、平成24年

3月新規高等学校卒業予定者に係

る求人の受付を6月20日から開

始してますが、申込数が少なく生

徒には厳しい状況となってます。

　新卒者の採用に慎重さを要する

経済情勢ですが、就職を希望する

新卒者が1人でも多く地元での就

職ができますよう、早期の採用計

画と求人の申し込みをお願いいた

します。

　　　※平成23年8月31日現在

●お申し込み・お問い合わせ先

　ハローワークうらかわ

　緯0146・22・3036

　ハローワークしずない

緯0146・42・1734

平成24年度苫小牧高等
技術専門学院生徒募集
▼応募科目及び応募資格

産普通過程 （自動車整備科・電気

機器科・金属加工科）

　　平成24年3月高等学校を卒

　業される方又は高等学校卒業と

　同等以上の学力を有する方。

産短期過程（エクステリア技術科）

　　平成24年3月中学校を卒業

　される方又は義務教育卒業以上

　の学力を有する方。

※各過程訓練期間は1年間です。

▼応募手続

①入学願書・健康診断書・受験票

を提出してください。

②離転職者の方は、最寄りの職業

安定所でご相談ください。

▼願書受付期間

産普通過程

　平成23年11月1日～

　　　　　平成23年11月20日

産短期過程

　平成23年12月1日～

　　　　　　平成24年1月20日

▼入学選考日

産普通過程　平成23年12月5日

産短期過程　平成24年2月6日

●お問い合わせ先

　北海道立苫小牧高等技術専門学院

 電話　0144・55・7007

ＦＡＸ　0144・55・7009

1日行政相談所開設
のお知らせ
　10月17日から23日までは秋

の行政相談週間です。

　この期間中に1日行政相談所を

開設します。行政に対する皆さん

からの苦情や意見、要望などの相

談を無料で受付いたします。

▼日時

　10月19日我　10時～15時

▼場所

　レ・コード館　研修室1

▼担当・お問い合わせ先

　総務省行政相談委員

　　　東　義海さん

緯0146・47・3129

悪質な貸金業者にご
注意ください
　貸金業を営む者は、財務局長又

は都道府県知事の登録を受けなけ

ればなりません。

　無登録で貸金業を行なっている

業者を 「ヤミ金」といい、無登録

営業は貸金業法違反です。

　容易に借りられるなどの広告を

だしたりダイレクトメールを送る

業者の中には、違法なヤミ金業者

も多いことから、不安がある場合

は、お問い合わせください。

●お問い合わせ先

　日高振興局環境生活課

緯0146・22・9251

　道庁環境生活部消費者安全課

緯011・231・4111

内線24-527

11月10日は、技能士の日
　昭和45年、アジアで初めて技

能五輪国際大会が日本で開催され、

開会式が行われた11月10日を記

念し、この日を 「技能の日」、11

月を 「職業能力開発促進月間」と

定められました。

日高管内

　　　「技能者の集い」　

　　　　　　　　　を開催します

　技能に対する住民の正しい認識

を高めるとともに、技能者の技能

と社会的地位の向上を図るため、

毎年 「技能者の集い」を開催し、

技能尊重運動を推進しています。
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11月は「労働保険適用促進強化期間」です
事業者の皆さん。労働保険の加入はお済みですか。

　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、国が直

接管理している保険です。農林水産業の一部を除き、労

働者を一人でも雇用する事業所については、加入が義務

づけられています。

厚生労働省 北海道労働局 総務部労働保険適用室
緯011・709・2311

北海道最低賃金
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働く

すべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等を

含む）に適用される北海道最低賃金（地域別）が次のとお

り改正されました。

纂最低賃金額　　　　時間額　　705円
纂効力発生年月日　　平成23年10月6日

厚生労働省・北海道労働局・労働基準監督署

料金助成について

算対象者と助成額

　

　新冠町では、本年度もインフルエンザワクチンの予防接種費用を助成します。

　平成２３年度より、新型インフルエンザは通常の季節性インフルエンザとして取り扱うこととなりました。

　助成対象となる方にも変更点がありますのでご注意ください。

　①生活保護世帯の方は、役場で 「生活保護受給証明書」の交付を受け、受付に提出してください。

　②13歳未満のお子さんは、保険証など年齢を確認できるものを医療機関の受付に提出してください。

　【委託医療機関で接種する場合】

　●委託医療機関で接種された方は、助成額が除かれた料金を医療機関に支払います。

　【上記医療機関以外で接種する場合】

　●直接医療機関へ予約の連絡をして接種してください。（この場合の料金は、いったん全額を窓口でお支払

　いください。）接種が終了しましたら、下記必要書類を持参の上、保健福祉課で助成申請の手続きをしてくだ

　さい。助成対象区分を確認の上、助成額を指定口座に振り込みます。

　　★手続きに必要な書類　　領収書・接種済証・印鑑・振込先口座が確認できるもの （預金通帳など）

算助成の手続き

　医療機関ごとに接種開

　始時期が異なります。

　接種を希望される方は、

　直接医療機関にお問い

　合わせください。

電話番号医療機関名電話番号医療機関名

緯0146・42・0345仲川内科胃腸科医院⑤緯0146・47・2411新冠国保診療所①

緯0146・43・0008山田クリニック⑥緯0146・42・0701静仁会静内病院②

緯01456・5・2711勤医協厚賀診療所⑦緯0146・43・2690お きゝクリニック③

緯0146・45・0123駒木クリニック④

新ひだか町三石地区が市内通話区域に
　新ひだか町三石地区は、ＮＴＴが定める電話料金区域が

異なっていたため、電話をかける際には、市外局番のダイヤ

ルが必要となっていましたが、平成24年4月1日から市外局

番のダイヤルは不要となります。
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　問い合わせ先　

社会教育課　図書プラザ

緯45・7777

今月の一冊

『表装生活』

麻殖生 素子監修　石曽根 和佳子指導

　出版：淡交社

　命名書、足形、ペットの写真。

　生活のなかでうまれた身近な

作品を自分で 「表装」し、掛軸に

してみませんか? 掛軸の簡単な

つくり方を、豊富な写真で解説し

ます。

●図書プラザイベントカレンダー

場　所事　業　名日　時

図書プラザ　

おはなしのへや

 びっくり箱の

　　　おはなし会

 10月22日（土）

　　13：30～

「新着ガイド」
20代の勉強力で人生の伸びしろは決まる　　　　千田　琢哉

これならわかる日本の領土紛争　　　　　　　　 松竹　伸幸

こどもマナーとけいご絵じてん　　　　　　　 坂東　眞理子

戦争に征った馬たち　　　　　　　　　　　　　 森田　敏彦

鉱物分類図鑑　　　　　　　　　　　　　　　　 青木　正博

アトピーっ子も安心の毎日ごはん　　　　　　　 渡辺　雅美

知っておきたいWebデザインきほんBOOK 　　  宮窪　伸治

ワンプレートごはん　　　　　　　 中村　美穂　大人レシピ

弁当の一品料理　　　　　　　　　　　　　　　 吉田　靖彦

四季の花色大図鑑　　　　　　　　　　　　　　　　 講談社

愛犬のトラブル解決ブック　　　　　　　 ジム・エヴァンス

大江戸釣客伝　（上）　　　　　　　　　　　　　　 夢枕　獏

クモくんのにっき　　　　　　　　　   ドリーン・クローニン

走れ ！やすほ　にっぽん縦断地雷教室　　　　　　 上　泰歩

恐竜博物館　　　　　　　　　　　　　　　　　　 真鍋　真

カボちゃんのひっこし！？　　　　　　　　　　 高山　栄子

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルアニマル号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号 （移動図書館車）

運行日程 《 10月分 》
10：10～10：30　　　　 朝日小学校

10：40～10：50　　　　 朝日保育所

10：10～10：30　　　　 朝日小学校 

11：00～11：20　　　　 おうるの郷

10：20～10：30　　　　 美宇保育所

10：45～11：00　　　　 太陽郵便局

15：05～15：35　　　　 新冠小学校 

15：40～16：00 　　　にこにこクラブ （児童館）

16：05～16：30　　　 認定こども園ド・レ・ミ

 　18日

 25日

 　28日

読書週間のお知らせ
　10月27日から11月9日の期間は読書週間です。

　読書週間は、国民が広く本に触れることを目的に

戦後間もない昭和22年に制定されました。

　図書プラザでは、読書週間中、恒例の除籍・寄贈資

料を配布するリサイクル市や、皆様が大切にしてい

る本を汚れから守る、ブックコートフィルム体験な

どの事業を開催致しますので、期間中に是非図書プ

ラザへお越しください。　

読書週間

　　平成23年10月27日 （木）～11月9日 （水）

　　（リサイクル市は、10月27日 （木）10時～）　　

大活字本のお知らせ
　「本は好だけど、小さな文字が読みにくくなって､

すっかり読書から遠ざかっているなぁ。」という方へ。

　大活字本 とは、名

作・名著を中心に本文

を大きな文字で表記

した書物のことです。

　図書プラザでは全

ての皆さまに読書を

楽しんで頂こうと、大

活字本を充実させて

おりますので、是非一

度ご覧になってくだ

さい。



小竹町長の動静&まちのできごと

9月　　  　●は町長出席

●1日、町制施行記念碑移設に

伴う除幕式、開町130年町制施

行50年記念式典●2日、日高中

部消防組合消防署新冠支署管理

者査閲●3日、恵寿荘敬老会●

4日、新冠判官太鼓創立40周年

記念公演●6日、北海道国民健

康保険団体連合会第5回理事会

（札幌市）●9日、第37回新冠

町老人スポーツ大会●11日、第

7回新冠ライオンズクラブ杯サ

ラブレッドロードサッカーフェ

スティバル●13日、第3回定例

会●15日、庁内会議●16日、職

員採用試験●18日、第29回新

冠無縁納骨堂におけるイチャル

パ○18日、節婦自治会敬老会●

19日、朝日小学校下敬老会○20

日、総務産業常任委員会●22日、

昭和音楽大学オーケストラコン

サート●26日、日高中部広域連

合定例議会、日高中部衛生施設

組合定例議会●30日、ＮＨＫ公

開番組ふるさと自慢うた自慢

　人　口　5,837人 （前月比　+ 　6人）

　　男　　2,817人 （前月比　+ 　1人）

　　女　　3,020人 （前月比　+ 　5人）

　世　帯　2,655世帯 （前月比　±　 0世帯）

　外国人登録者　53人

人の

うごき
（平成23年9月末現在）

キラリと光る レ・コードなまちキラリと光る　レ・コードなまち      産産団体・サークル紹介団体・サークル紹介産産

　今月号は、みんなで楽しく、明るく、気持ちよく歌うサークル 「合唱団Ｖｏｌ(今月号は、みんなで楽しく、明るく、気持ちよく歌うサークル 「合唱団Ｖｏｌ(ヴォル)」ヴォル)」をを

紹介します紹介します。。　　

【プロフィール】　

　「合唱団Ｖｏｌ」は平成10年に結成され、今年で13

周年を迎えます。

　レ・コード館のこけら落しで、音楽家である城之内

ミサさんが作詞作曲した「飛翔」を披露したのがきっ

かけで、これからも合唱サークルとして続けていきた

いとの思いから、サークル「合唱団Ｖｏｌ」がスタート

しました。

　サークル名は、城之内ミサさんが名づけたもので、

「Ｖｏｌ（ヴォル）」の由来は、フランス語の「Ｕｎｖｏｌ

（アンヴォル）」から来ており、空高く飛びめぐる「飛翔

（ひしょう）」という意味です。

　「合唱団Ｖoｌ」は、文化祭や町の記念式典、全道の

合唱大会など数々のイベントに出演し、華麗な歌声を

披露しています。

　今年で、6回目になる「Ｖｏｌ」の定期コンサートを、

11月19日にレ・コード館で開催する予定ですので、

ぜひ足を運んでみてください ！

　サークルの仲間たちは、「歌うことがとても楽しく、

大きな声で歌うことで気分がリフレッシュされる」と

口を揃えて言います。

　現在団員は21名おり、二ツ森先生の指導のもと、毎

週積極的に活動しています。合唱する歌は、童謡や歌

謡曲、民謡まで色々なジャンルの歌を練習してます。

　楽譜が読めなくても、一つ一つゆっくり丁寧に指導

してくれるので心配いりません。「楽しく、明るく」を

モットーに活動しています ！

【活動内容】　

　通常練習：毎週火曜日　19時～21時

　練習場所：レ・コード館　リハーサル室

【団員募集】

　　週に一度、仕事後に楽しく歌っています。一緒に

　気持ちよく、大きな声で歌いましょう ！どなたでも

　入団することができますので、ぜひ練習に参加して

　みてください ！

　　※詳しくは事務局（緯45・7833レ・コード館内）

　　までお問い合わせください。
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